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１．ヒューマンケアリングセンターの活動 

１）活動目的 

本学の教育・研究機能を学外に開き、社会と連携・協働しながら、地域の保健医療福祉

に貢献する教育機関として活用できる生涯学習拠点として活動する。 

          

 ２）活動目標 

（１）赤十字施設および実習施設など地域の保健医療施設と連携・協働し、専門職を対

象として、ニーズに合った生涯学習の機会を提供する。 

（２）廿日市市との包括協定を活かして、地域住民を対象として、ニーズに合った生涯

学習の機会を提供する。 

（３）教育ネットワーク中国・社会福祉協議会など外部関係団体との連携を図り、地域

住民のニーズにあった生涯学習の機会を提供する。 

（４）地域支援活動を効果的・効率的に学内外へ広報する。 

（５）自治体と連携・協働し、地域住民の健康の保持増進に寄与するための健康学習と

支援体制を推進する。 

（６）地域支援活動の成果を評価し、活性化を図る。 

 

２．活動実績 

１）臨床看護職連携部門 

開催時期 開催内容 開催方法 参加人数 

 

6月～12月 臨床指導者研修会 対面、一部オンライ

ン 

延151人 

11月13日 看護職のためのチームづくり研修会 オンライン 105人 

1月28日 中四国地区赤十字関連施設看護継続教育研修

会 

オンライン 30人 

 

２）地域連携部門    

開催時期 開催内容 開催場所 参加人数 

 

11月5日 日本赤十字広島看護大学 公開講座 in 生涯

学習フェスティバル 

はつかいち文化ホールウ

ッドワンさくらぴあ 

47人 

2月14日 阿品台いきいき健康づくり 阿品台市民センタ

ー 

22人 

10月29日 阿品地区救急法講習会 阿品市民センター 32人 

11月6日 あいプラザまつり 山崎本社みんなの

あいプラザ 

75人 

1月30日 認知症サポーター養成講座 日本赤十字広島看

護大学 

10人 

※ 健康フェスタinフジグランナタリーは、中止となった。 

  

３）学生ボランティア部門 

ヒューマンケアリングセンターの機能強化として、令和4年（2022）年度から、学生の
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ボランティア活動や医療福祉関係のアルバイト、セミナーやシンポジウムへの参加など

の募集をセンターが統括して組織的に実施することとした。 

 

４）学外組織との連携協力による教育研究の推進 

教育ネットワーク中国のシステムを活用し、看護系大学として他大学にないテーマの

提供と教育研究成果の還元を行った。 

また、廿日市市社会福祉協議会主催の認知症高齢者支援会議へ出席し、また学生を対象

とした認知症サポーター養成講座を実施することで、認知症に対する学習機会を確保し

た。 

 

５）広報活動 

大学ホームページに年間計画を公開し、各事業の募集期間中は募集記事を掲載した。 

各事業は、参加を募集するチラシを、募集対象に合わせて広く配布した。専門職対象の

場合は、西日本の医療施設や看護系大学と中心に配布し、地域住民対象の場合は主に廿日

市市内の市民センターに配布した。 

また、広島県教育委員会「まなびナビひろしま」及び一般社団法人「教育ネットワーク

中国」のホームページに掲載を依頼してチラシが配布されていない施設や地域からの参

加を募った。 

学生へのボランティア募集について、本学ホームページで団体等からの応募を募った。 

 

３．全体評価 

 

１）事業 

令和3（2021）年度に続き、コロナ禍において、開催時期や方法を模索し、開催方法を

一部の事業は対面形式に戻したものの、状況に応じてオンラインに変更し、参加が得られ

るよう企画を練り、一定の成果を得ることができた。 

令和4（2022）年度から、ヒューマンケアリングセンターの機能を臨床看護職連携部門、

地域連携部門、学生ボランティア部門の3部門構成として、機能の強化に取り組んだ。 

臨床看護職連携部門では、リカレント教育として位置付けられた臨床指導者研修会は、

参加者が多く、全課程修了者には、「修了証書」を発行することができた。 

学生ボランティア部門は、学生が参加しやすくなるように、ボランティア情報の発信、

登録、報告までをシステム化することにより、ボランティア参加者が増加した。 

令和5（2023）年度にヒューマンケアリングセンターのリニューアルキックオフに向け

て、これまでの事業の運営体制の見直しと今後一層、地域社会との連携や住民の健康増進

に寄与するための準備を行った。 

 

２）次年度への課題 

オンライン開催における利点やノウハウを得ることができ、受講者アンケート調査に

おいても参加時間や場所移動を伴わないオンライン開催は好評であった。次年度に向け

て、専門職対象の研修会等については、リカレント教育としての位置づけを明確にし、修

了証の発行など体制を整備する。さらに、地域連携の強化を図り、知の拠点としての大学

の役割を果たせるように検討する。 
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４．各事業の報告 

１）臨床看護職連携部門の活動 

 

看護職のためのチームづくり研修会 

 

＜事業評価＞ 

令和 3（2021）年度に続き、感染予防対策の観点から、「コロナ時代の新人看護師の成長

を支える OJT のコツ」というテーマで、Zoom ミーティングを用いたオンライン研修会を実

施した。新人教育への関心は高く、105名の参加となった。最も多い参加者の年代は、40代

以上で85.2％、職位は、中間管理職（看護師長、主任、係長、副師長等） が、67.0％であ

った。 

研修会後のアンケートでは、参加者の多くが「研修会は参考になったか」「現場で役立つ

部分があったか」という質問に対して高い評価をつけており、満足度は高かった。「講師の

具体例の提示や丁寧な説明がわかりやすかった」という意見が多く、中でもZ世代の特性に

ついての理解が深まり、「新人・若手に対する現場での関わり方や指導に活かしたい」とい

う意見も多く見られた。また、臨床での新人教育に悩み、手探りで関わっている中で、研修

を通して、「自分たちのやり方でよかったということを再認識する機会となった」という意

見もあった。 

運営面に関する意見として、「オンライン講座でよかった」とする評価が多い一方で、少

数ではあるものの参加者からの質問の受け方や資料配布等についての指摘があり、運営面

での課題が見いだせた。 

  

＜今後の課題＞ 

研修会のテーマへの関心が高

く、募集定員数 80 名に対して早

い時期から多くの申し込みがあ

ったため、期日前に募集を締め切

ることとなった。また、施設内で

参集しての参加希望があったこ

とから、結果としては募集人数の

80 名よりも多い 105 名の参加と

なった。80 名の定員は、Zoom ミ

ーティングの利用のために生じ

た人数制限である。遠方であって

も参加が簡便であるオンライン

研修会のニーズは今後も高まる

ことが予測されるため、多くの希

望者が参加できるように、より参

加しやすい Zoom ビデオウェビナ

ーなどの導入や運営方法の検討

が必要である。 
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中四国地区赤十字関連施設看護継続教育研修会 

 

＜事業評価＞ 

令和4（2022）年度は、LGBTQの基礎知識や医療現場においてLGBTQ当事者が置かれて

いる状況について学び、看護ができることは何かを考えることを目的に、「LGBTQ の基礎

知識および看護職が直面する課題と対応」というテーマでオンライン研修会を開催した。

30名の参加者のうち、40歳代以上が8割以上で、主な職種が看護職と教員であった。 

研修後のアンケートより、回答者全員（28名）から「研修会は参考になった」という評

価を得て、「新しい知識を得られた、知識をアップデートできた」、「個別のニーズを考え、

病院に通いやすい環境を作っていくようにサポートしたい。」などの感想が聞かれた。 

運営では、申し込み時に、テーマに関するこれまでの経験や質問を受け付け、事前に講

師と参加者のニーズを共有し、その情報を講演内容に反映して頂くことができた。さらに

講演後、事前の質問に対して追加で解説をして頂き、その場でも質問を受け付けて、学び

たかったことや疑問を残さないようにした。 

以上より、本研修会の目的に挙げた内容を学ぶことができ、LGBTQ当事者に対する今後

の個人の行動や組織の対応について考えられたという意見から、目的は概ね達成したと

評価する。また、これまで学んだことのないテーマだったという意見も多く、本事業の目

的も達成したと評価する。 

 

＜今後の課題＞ 

今年度は、参加者の応募が少

なく、募集期間を延長し広報を

繰り返す必要があった。本テー

マへの関心度の低さや臨床に

おける課題として捉えられて

いない現状が推察された。しか

し、研修後の感想には、「考え方

が変わった、もっと学びたい、

たくさんの方に課題を知って

いただきたい」といった意見が

聞かれた。今後も、看護職に対

する継続教育の場となるよう、

社会情勢や看護職のニーズを

反映し、興味を持っていただけ

る研修会を企画することが課

題である。 
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臨床指導者研修会-ポストコロナ時代の看護教育を学ぼう-  

 

＜事業評価＞ 

本学は、保健師課程、助産師課程の実習を含め、約50施設に実習の協力をいただいてい

る。令和4（2022）年度から「臨床看護師連携部門」の運営として位置付け、臨地実習指導

者の指導力向上や新人教育の質向上に寄与することを目的に、実施している。 

令和4（2022）年度は、本学で

の対面研修を基本としたが、コロ

ナ禍であり、所属施設の状況に応

じて、Zoomによるオンラインで

も参加可能とした。臨床実習指導

役割のある人だけでなく、新人や

後輩育成に携わる人などが、第1

回31名、第2回45名、第4回39

名、第5回36名、延べ151名が

受講し、27名が全課程を修了し、

修了証書を授与した。 

受講終了時のアンケートでは、

本研修会全課程について、90％が

満足と回答された。満足の理由に

ついては「学生、新人指導に必要

な学習内容が網羅されていた」、

「現場で抱えている実習の疑問

のヒントや答えになる充実した

内容だった」、「リフレクションの

SEA法や看護倫理のカード式事例

検討法は実際に行って楽しかっ

た」という評価を得た。 

 
＜今後の課題＞ 

本研修会では、授業担当の講師だけでなく、複数の教員が企画委員として、グループワー

クにファシリテーターとして参加しており、教員のファシリテーターとしてのスキル向上

に努める。 

 

  

 

 

 

 

 SEA法を用いたリフレクション        第5回講義の様子 
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認定看護師教育課程 

 

認定看護師教育課程は、令和4年度～6年度まで休講となった。 

令和4（2022）年度は休講中であるが、令和3年度に修了した13期生の認定看護師認定

審査対策として、「修了生フォローアップ公開講座」と「在宅模擬試験」を実施した。 

 

＜事業評価＞ 

「修了生フォローアップ公開講座」は、摂食嚥下障害の方への治療薬の内服・管理につい

て摂食嚥下障害認定看護師として看護実践するうえでの留意点などを理解することを目的

として開催した。13期生だけでなく本課程を修了した摂食嚥下障害認定看護師にも公開し、

オンデマンドにて実施した。参加者は46名であり、講師による最新の治療薬や研究データ

に基づいた薬剤の影響などの説明があり、摂食嚥下障害認定看護師として実践可能な方法

やケア時の留意点などを学べる機会となっていた。 

「在宅模擬試験」は、模擬試験を各自自宅で受験してもらい、認定審査に向けての学修課

題を見出すことを目的として実施した。各自、自分の学修課題を明らかにすることができて

いた。 
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２）地域連携部門の活動 

 

日本赤十字広島看護大学公開講座 

 

＜事業評価＞ 

「楽しく身につける英語のスキル」というテーマで講演を行った。廿日市市と共催して

「生涯学習フェスティバル」の一環として開催したことで来場のしやすさがあり、参加者は

50 名近くとなった。アンケート回収率は 38％であったが、30歳代 1 名、40 歳代 1 名、50

歳代4名、60歳代3名、70歳代7

名、80歳代2名の参加があり、幅

広い年代に興味のあるテーマであ

ったことが伺えた。参加者からは

「とても勉強になりました！楽し

い講義でした」、「もう少し一緒に

スマホ操作などしてやってみたか

った」といった声が聞かれた。地

域住民の生活の質向上として、語

学を学ぶ喜びに触れ直接学ぶ機会

を設けることができ、目的は概ね

達成することができた。 

 
＜今後の課題＞ 

今回は Wi-fi 環境がなかったた

め、来場者が同時にアプリを使用

することができなかった。来場者

の反応から、アプリの紹介等があ

る場合は、一緒に体験する機会を

設けることで満足度が高まると考

えられたため、今後はネット環境

についても検討が必要である。 

 
 
地域交流の積極的参加 

 

阿品台いきいきプロジェクト後継事業において、前事業で培われた地域住民との連携が

維持されている。また、廿日市市で開催される廿日市市生涯学習フェスティバル、あいプラ

ザまつり、健康フェスタinフジグランナタリーに例年出展しているが、新型コロナウイル

ス感染症対策のため開催中止となっていた。令和4（2022）年度は、廿日市市生涯学習フェ

スティバル、あいプラザまつりが開催され、3年ぶりの開催に、市民とともに交流を深める

ことができた。また、廿日市市や廿日市市社会福祉協議会が中心となって行っている学生ボ

ランティア養成事業や認知症サポーター養成講座、阿品地区の救急法講習会も開催し、住民

の活気が戻ってきた。地域における本学の人的資源を活かした地域連携活動をさらに強化

していきたい。 
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阿品台いきいきプロジェクト後継事業 

 

＜事業評価＞ 

令和4（2022）年度も阿品台市

民センターと共催し、本学の教員

が健康づくりに関連した事業を

行った。テーマを「フレイルを予

防は食べることから」とし、高齢

者にとって予防が必要なフレイ

ルについて体系的に理解し、自分

のこれまでの食生活を振り返り、

特にたんぱく質のとり方を振返

り、食生活の見直しを行う内容と

した。アンケートから、参加者の

食行動の振返りができた、食生活

の改善点がわかった、フレイル予

防のために外出に心がけたいな

どの感想が聞かれた。高齢社会へ

の対応を地域で考える機会にも

なった。コロナ禍の中、人数制限

を行い 22 名の参加があった。学

生のボランティアが3名参加し、

血圧測定をすることで参加者と

の交流ができた。 

 

＜今後の課題＞ 

令和3（2021）年度度の参加者に対して研修テーマを募集したなかから、希望の多かった

テーマで実施したが、今年度は、参加申込みが前年に比べて少なかったため、次年度は、阿

品台市民センターでの電話申込み受付も可能とするなど参加勧奨に努めることとする。今

後も、地域住民のニーズに応じたテーマを取り入れながら、阿品台市民センターと協働して

地域住民の健康管理・保持増進に係る事業を継続する。 
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夢あじなプロジェクト 

 

＜事業評価＞ 

夢あじなプロジェクトは、廿日市市阿品台コミュニティとの協働プロジェクトであり、阿

品台地区における健康増進や維持に着目し、様々な取り組みを行っている。 

これまでの事業本拠地が阿品台市民センターに移転したため、事業内容に制限があるが、

住民との交流の場として、地域活動を工夫して継続実施している。 

また、令和4（2022）年度は、1年生の「看護の基盤実習Ⅰ」の実習施設として位置づけ

たり、公衆衛生看護学実習の場として、さらにラ・ソース大学の留学生の事業参加に活用す

るなど、大学教育活動に積極的に協力していただいた。学生は、体験を通して活動目的など

について理解を深め、地域組織活動の意義を理解することができた。 

 
＜今後の課題＞ 

今後も本学と廿日市市阿品台のコミュニティと協働しながら、取り組んだ活動の報告や

健康に関連した課題について共有する場を積極的に設け、セルフケアとソーシャルキャピ

タル醸成（信頼ある見守り）に取り組んでいきたい。また、世代の異なる住民と学生が交流

を積極的に図ることで地域の活性化等にもつなげていきたい。 
 

 
阿品地区救急法講習会 

 

＜事業評価＞ 

 10月29日に阿品地区コミュニティをすすめる会が企画する防災訓練の一貫として、一次

救命処置（心肺蘇生、AEDを用いた除細動）の体験ブースを担当した。赤十字救急法の指導

員資格をもつ教員がデモンストレーションを行った後、参加者全員に心肺蘇生と AED を用

いた除細動を体験していただいた。参加者全員が一次救命処置の講習を受けた経験がある

ものの、うる覚えだったことから、「思い出す良い機会になりました」という反応が多かっ

た。また、「この地域ではどこにAEDがありますか？」など、実際の状況をイメージした具

体的な質問が多く、住民の方々の災害への意識の高さが伺えた。 
 

＜今後の課題＞ 

60 分間の時間配分としては、デモンストレーションが約 20 分間、2 名の実施に約 20 分

間とすると、20 分くらい時間が余った。一次救命処置だけでなく、保温や搬送、気道異物

除去、回復体位等、さらに2つくらいの技術を実施する時間はあった。内容と時間配分につ

いては、今後検討いていく必要がある。次回は、地域のAEDマップを持参し、Qマスクを配

布することで、より満足度が高まり今後の実践への意識づ

けとなると考える。 
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健康フェスタinフジグランナタリー 

 

＜事業評価＞ 

令和3（2021）年度に引き続き、令和4（2022）度もCOVID-19流行に伴い、中止となった。 

 
＜今後の課題＞ 

地域住民のニーズと社会情勢を考慮した内容を検討していく。 
 

 

あいプラザまつり  

 

＜事業評価＞ 

あいプラザまつりにて「今日からできる健康づくり」として、「フレイルのチェック」、「フ

レイル予防体操」、「血圧測定と健康相談」、「育児相談、抱っこ体験」、「健康づくりグループ

の活動紹介」を行った。参加者は、延べ 75 名で、高齢者が多く「育児相談、抱っこ体験」
の参加者は少なかった。参加者の反応としては、フレイルに関心が高くほとんどの方が一緒

に体操を経験されるなど好評で、健康づくりに関心をもつ機会となっていた。本学の学生ボ

ランティアも多数参加し、来場者と交流を深めることができた。 
また、令和 4（2022）年度前期「はつかいちさくら賞」を受賞の「健康づくりグループ」
の皆さんが、長年にわたり本学を拠点として実践されている日頃の活動について紹介され

た。 
 
＜今後の課題＞ 

運営に関して、断続的に来場が

あったため、スタッフやボランテ

ィアの休憩時間を確保できなかっ

たが、適宜、水分摂取等の休憩を確

保すればよかった。また、内容が複

数であるのに対し会場が狭く、体

操の際の荷物の置き場所やスペー

ス確保など随時調整することが必

要となった。 
対象者の年齢層として高齢者が

多く、育児に関する需要は少なか

ったため、今後の企画内容を成人

限定にするか検討の必要がある。 
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認知症サポーター養成講座 

 

＜事業評価＞ 

 認知症サポーター養成講座は、認知症を正しく理解し、だれもが安心して暮らせる街づく

りのために、ボランティアの視点から支援できるようになろうという目的で本学 1 年生中
心に全学生も対象として開催した。学務ポータル S 等で参加を呼びかけた結果、本年度の
参加者は学生 3名、教員 5名、職員 2名、合計 10名であった。今年度は、時間割の補講調
整をした結果、授業が開講されない日になったため、1年生の参加がほとんどなかった。講
座は、講師として廿日市市キャラバン・メイトのメンバーを講師に迎え、内容は「①認知症

養成講座とは ②認知症サポーターの活動内容 ③認知症の基礎知識 ④認知症の人の内

的世界を理解する事例演習、⑤アンケート記入」であった。アンケートでは、「認知症と一

概に言ってもいろいろ種類があり、ひとまとめにはできないと思った。」、「1 人の人として
きちんとケアをしていかなければいけないなと思った。」、「困っている様子の高齢者の方が

いたら、様子を見て声をかけてみるようにする。」、「認知症を理解できる人を増やしていく」

など知識を深めかつ意欲的な感想であった。参加者全員に対し、認知症サポーターの印であ

るオレンジリングが授与され、「認知症サポーターカード」を交付した。講座への参加によ

って、認知症への理解を深め、実際の地域での支援へと繋げてほしいという当初の目的 
は達成されたといえる。 
 
＜今後の課題＞ 

1年生を主たる対象としているため、授業開講期間を考慮した時期に開催し、より多くの
学生・院生・教職員が参加できる

開催日時を調整する必要がある。

また、コロ  ナ禍においても参

加しやすいよう、複数の手段での

周知とハイブリッドなどの実施

方法を工夫して、参加を促してい

きたい。 
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 ３）学生ボランティア部門の活動 

 

学生へのボランティア活動の推進 

 

令和4（2022）年度から、学生ボランティアの総合窓口として学外のニーズと学生のマッ

チングを組織的に行うことを目的に活動を開始した。 

ヒューマンケアリングセンターが主に廿日市市や、市内の団体と連携し、ボランティア募

集の告知を行い、活動用のユニフォームを支給するなど学生の活動をバックアップした。募

集の方法は、内容に応じて、学内でとりまとめて団体等への申し込みを実施できるよう、学

生からの応募用入力フォームや学内での募集サイトを作成するなど工夫し、学生の応募の

反応が早まった。 

参加した学生は、ボランティア活動参加後に学びや気づきなどをヒューマンケアリング

センターに報告し、ヒューマンケアリングセンターは、さらなるボランティア活動を奨励す

るためまた交通費の代替として一律QUOカードを進呈した。 

57のボランティア活動の募集のほかに、20の文化情報、保健・福祉・医療介護に関連す

るの14のアルバイト、12のセミナーの紹介を行った。 

 

学生のボランティア活動の実績 

 

活動日 ボランティア 

内容 

人数

（人） 

学生の感想 

(一部抜粋) 

令和4年 

6月26日 

阿品台ウォーキング＆

宝探し 

2 阿品台コミュニティ主催、地域の参加者の血圧測定

などの健康チェックのボランティアを実施した。 

2.5 ㎞のコースを参加者と一緒にウォーキングする

途中では、参加者の体調を伺うなど阿品台の地域住

民との交流を深めることができた。 

6月29日 廿日市市議員との意見

交換会 

8 市議会議員4名が来訪され、議員の仕事、政治への関

心の持ち方など自由に意見を交わし、選挙・投票に関

する意識に変化があった。 

7月3日 認知症になっても安ら

ぎのある廿日市市をつ

くる市民の会 

2 スマートフォンの操作を学ぶための研修会にて通信

障害が発生する中、他大学高等学校の学生とともに

研修会に参加した方々のサポートを行った。「一緒に

操作して役に立てたことがうれしかった」など実感

が持てた。 

8月18日 廿日市市男女共同参画

推進懇話会 

1 学生代表として男女共同参画推進懇話会の実施計画

の協議に加わった。 

6月～7月 100万羽おりづるプロジ

ェクト 

全学生 少年赤十字創設１００周年記念しおりづるを 100 万

羽折る事業に参画し、学内で２，４７５羽のおりづる

を折った。 

8月～9月 おりづるをつなげよう

ボランティア、ギネス

に挑戦 

24 日本赤十字社広島県支部が主催した「100万羽おりづ

るプロジェクト」で県内から集まったおりづるを何

キロもつなげていくボランティアに参加し、「最も長

い折り紙レイ」のギネス世界記録達成に立ち会った。 
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ひとりの力は小さいが、たくさんの力が集まると大

きなものとなることを実感できた。 

9月23日 障害児子どもまつり 7 発表会に参加する車いすやバギーの子どもたちの安

全を確保するための誘導を行った。障がいがある子

どもたちが自分より幼い子に気遣う様子などを目の

当たりにし、思いやりの大切さを学んだ。 

9月10日、

23日 

骨髄バンク推進全国大

会2022in広島 

1 日頃から骨髄バンクのドナー登録説明員を行ってい

る学生が、クリエイターの方からアイデアの生み出

し方を教えていただき、また骨髄バンクや提供方法

について学んだことを活かして、ワークショップで

他大学の学生と共に骨髄バンクの登録者を増やすた

めの取り組みについて考えを出し合い、１つのアイ

デアにまとめた。そのアイデアを大会でプレゼンし、

発表を実施した内容は、準グランプリを受賞し、ポス

ター化された。 

10月29日 阿品地区防災訓練 5 阿品地区コミュニティをすすめる会が主催し、3年ぶ

りに開催された。地域の方に対し、一次救命処置をデ

モンストレーションし、処置の方法を学んでいただ

く補助をした。 

10月29日 サロンにおけるハロウ

ィンイベント 

4 大野二地区にあるサロンにおいて、ハロウィンのお

ばけやしきイベントの受付やイベントの補助を行っ

た。 

11月3日 HIC世界体験デー 1 異文化体験・国際交流ができる「HIC世界体験デー」

において、外国の歌・踊り・楽器の披露，ワークショ

ップやゲームなどイベントのお手伝いを行った。 

11月5日 防災ツアーボランティ

ア 

4 四季が丘地区コミュニティづくり協議会主催で防災

訓練が行われた。応急手当のブースを担当し救急法

の復習にもなり、自分なりにレベルアップも感じら

れた。 

11月6日 あいプラザまつり 24 廿日市市主催のまつりが 3 年ぶりに開催された。医

師会をはじめ 18 団体が健康に関するブースを出展

し、学生はブースの補助や受付などを担当した。学生

からは、健康のことだけではなく、育児相談、歯科相

談、子供から大人まで誰もが楽しめるようなニュー

スポーツといった様々な企画があり運営側から地域

の方々と触れ合えたので楽しみながら参加できた。 

11月6日 スペシャルオリンピッ

クス日本夏季ナショナ

ルゲーム 

5 知的障害がある方のオリンピックのバスケット部門

に参加した。全員自ら積極的に行動されていて障害

の有無に関係なくスポーツは楽しめるものだと感じ

た。 

11月6日 認知症カフェncafeひま

わりボランティア 

6 廿日市野村病院のデイケアサービスでイベントの手

伝いなどを行った。初めてボランティアに参加した

学生は、次は自主的に話しかけていこうと決めてい
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た。 

11月27日 宮ぞの防災フェス 4 宮園自主防災会が主催する防災訓練が行われた。大

規模災害を想定し、宮園小学校に集合し、自ら何かで

きることはないかと運営側に尋ね、主体的に小さな

子どもたちに応急手当の方法を教えるなど活動し

た。 

11月 夢あじなサロンでの活

動 

2 大学に最も近い阿品台市民センターで毎週開催され

ている夢あじなサロンにおいては、体操を一緒に行

ったり、参加者の昼食配膳の手伝いなどを実施した。 

12月 すくすくサロンでの活

動 

2 大学に最も近い阿品台市民センターで開催されてい

る幼児と母親のサロンの準備や子供の遊び相手をす

るなどの活動を行った。子どもと触れ合う時は自分

自身も子どもの立場にたって同じように過ごすこと

が大事だと感じました。 

12月10日 親子ふれあいウォーキ

ング大会 

10 コロナ禍の中で地域住民による地域の活動を行うこ

とができることが当たり前じゃないことを学びまし

た。また、地域で活動を行うことは、地域の活動に家

族で参加することで普段しないような会話をする機

会となり、家族のつながりが深くなる効果をもたら

すこと、見知らぬ家族同士のつながりが生まれ、将来

的に互助につながるきっかけとなることができるも

のであると分かった。 

12月11日 障害者との交流クリス

マス会 

6 障がい者の交流会としてステージ発表などが行われ

るクリスマス会に参加し、その積極的な活動から本

学学生に対し感謝状を授与された。学生は障害のあ

る方に合った関わり方などを学ぶことができた。 

2月4日 学童・生徒・学生諸君に

よる通学路の清掃活動 

10 大学が所在する団地において近隣の小学校から大学

までの児童生徒学生が清掃活動を行った。 

2月11日 Ｇ７広島サミット結団

式 

1 令和５年５月に行われるＧ７広島サミットにおもて

なしボランティアとして参加する学生の結団式が行

われた。  

2月14日 阿品台いきいき健康づ

くり講座 

3 本学教員が講師となって、地域の方が参加されるフ

レイル予防の講座の準備やサポートを行った。講座

に参加している地域の方々の様子から健康意識につ

いて理解することができた。 

2月25日 ベビーマッサージ教室 5 本学教員が講師となって開催した山口県岩国市の子

育て支援センターにおいて準備や託児の活動を実施

した。赤ちゃんが泣き出したときにお母さんがベビ

ーマッサージに参加しやすいよう、赤ちゃんをあや

したりなど自ら率先して動く必要あることを学んだ 

3月5日 n-cafe ひまわりでの活

動 

4 高齢者の方とお話しする中で、普段は話し相手もい

ないため、寂しいとおっしゃっている方が、ここにき

ていろいろな人と話すことができて楽しい。外に出
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ることができたのもよかった。とおっしゃられてい

た。月に一回でもこのような場所があることはそう

いった高齢者にとってとても有意義な時間なのだと

感じた。様々な年代の方が参加されていて地域交流

の場としても重要な役割を担っていると感じた。 

3月 骨髄バンクのドナー登

録説明 

4 以前から参加していた学生の申し出により、広く学

生に呼びかけ、献血ルームで実施された骨髄バンク

へのドナー登録説明会の説明員として活動した。 

3月12日 第 14 回ハツラツ市民ウ

ォーキング大会 in みや

じま 

7 廿日市市が宮島において 350 名参加のウォーキング

大会を実施するにあたり、コースの見守りなどを実

施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「障害者との交流クリスマス会」で 

 ボランティア活動に対する感謝状を授与された 

                              「あいプラザまつり」で 

の健康相談受付の様子 

 

 

 

 

 

 

 

100万羽折りづるプロジェクト 折りづるをつなげ、ギネス記録に立ち会う 
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４）学外組織との連携協力による教育研究の推進 

 

認知症高齢者支援会議 

 

＜事業評価＞ 

廿日市市社会福祉協議会主催の会議が隔月で行われている。参加団体は廿日市市（高齢介

護課、健康推進課、地域包括支援センター）、廿日市市認知症の人と家族の会、廿日市市大

野認知症の人と家族の会、認知症になっても安らぎのある廿日市市をつくる市民の会、廿日

市高齢者支援センター、日本赤十字広島看護大学、老人クラブ連合会、廿日市市社会福祉協

議会であり、はいかいSOSネットワーク、はいかい高齢者家族支援サービス、認知症サポー

ター養成講座、認知症関連の講演会の企画実施など幅広く活動している。 

本学で実施した認知症サポーター養成講座は１年生を主な対象として 10 名が参加した。

認知症サポーター養成講座にはキャラバン・メイトの方を講師に派遣していただき、有意義

な学習の機会を得ることができた。 

 
＜今後の課題＞ 
看護大学の有する人的資源とこの会議の事業とのマッチングを進めていくことが引き続

き課題である。過去の事例からすると、学内で開催する認知症サポーター養成講座を受講し

た学生は、認知症カフェにおけるボランティア活動に参加するなど、一つの経験から積極性

が生まれることが多い。 

なお、この会議は企画・運営の場ではなく、情報交換の場であり、参加する意義が不明瞭で

あるため、今後参加する意義を見出す必要がある。 

 

 

廿日市市学校防災プロジェクト 

 

＜事業評価＞ 

早稲田大学人間科学学術院との間で「学校防災プロジェクトに関する協定」を締結（令和

2年 3 月 22 日）したことを契機に、令和 3 年 4 月から、「廿日市市学校防災プロジェク

ト」を設置し、防災教育プログラムについて研究を進めるほか、防災対策における地域貢献

について取り組んでいる。 

令和4（2022）年度は、廿日市市教育委員会と連携し、廿日市市立の全小学校に対してア

ンケート調査を行い、防災教育の内容や課題といった廿日市市の小学校の現状についてま

とめている。この結果と、令和 3（2021）年 11 月に実施した「廿日市市内児童の防災意識

に関する実態調査」で得られた児童の防災意識や地域に対する認識の状況を合わせ、児童へ

の防災教育として看護大学が行うことができる支援について検討する。 

 
＜今後の課題＞ 

引き続きアンケート等の結果分析を行い、廿日市市における効果的な防災教育の在り方

を検討したうえで、教育委員会とも連携し、防災教育の充実に向けた支援を行う。特にアン

ケートで大学と連携ができそうな事項として挙がっていた、避難所体験やD-MAT・災害支援

ナースの講演などについては、実現に向けて出前授業等の事業を検討並びに企画する。 

また、中・長期的には廿日市市、地域自主防災組織等と連携した地域住民の防災対策への
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地域貢献の方向性についても検討を進める。 

 

 

中高生対象出前授業 

 

＜事業内容＞ 

阿品中学校の1年生を対象にして、6月24日（火）に「災害時に中学生としてできるこ

とを考える」というテーマで、講義を行った。事前に中学生からの質問事項をもらい、災害

が発生した際の避難所の実際を紹介し、避難生活で困ることは何か、それに対して看護がど

のような活動をしているのかについて説明をした。また、災害時に起こりやすいケガや病気

とその手当てについて、例えば、家の中にある物を使って骨折の手当て等を紹介した。 

 最後に、中学生の自分たちに避難所の中で何ができるのかを考えてもらい、トイレ等の掃

除や救援物資の配布、新聞を作ることが挙げられた。 

 

＜事業評価＞ 

 事前に質問事項をもらっていたので、それらの内容を講義の中に入れたので、興味を持っ

て話を聴いていた。さらに、講義後に質問をする学生もおり、自助・共助の部分で自分たち

ができることについて考えることができたのではないかと考えられる。 
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 ５）学内教員の活動報告 

 

研修参加報告 

 

「地域と大学を繋ぐコーディネ―タ―のための研究実践セミナー ＃4」に参加して 

テーマ  「初任者研修：コーディネーターのミッションを考える」 

主催   和歌山大学 

日時   令和4年12月10日～11日 

場所   北海道文教大学 

内容  

＜基調講演＞ 

・人口5000万人時代に向けての＜地域と大学＞考（学校法人大阪観光大学理事長・和歌山

大学顧問 山本健慈氏 

・大学地域連携コーディネ―タ―の歴史的変遷とミッション（国立大学法人和歌山大学学長

補佐/紀伊半島価値創生基幹“Kill-Plus”准教授 西川一弘氏） 

 

これからの大学は、学生が社会とつながり様々な経験を通し学習すること、大学が地域で

の存在意義をもつことが求められる。それには、大学が社会や地域と連携するとより良い教

育・研究が可能になる、大学と地域がつながることで地域・住民が変わるという大学協働論

（大学地域共育論）の視点が必要である。地域連携コーディネーターは、大学と地域の相互

発展を目指す「“異”を繋ぐ」「変化をプロデュース」「新しい価値を創造する」調整役であ

る。 

 

＜グループワーク＞ 

参加者の所属する大学地域連携業務の紹介、ケーススタディを通して、地域連携コーディ

ネーターとしての対応や心構えを学習した。 

 

＜本学に活かせる学び＞ 

・大学と連携先（地域）との相互理解に努め、信頼関係を構築することで連携が促進する。 

・大学連携に関する依頼・相談があった場合、大学・学生にとってメリットを考えた上で、

大学と連携先（行政、企業、住民など）の双方が成長することができるような取り組みをし

ていくことが必要である。 

・自学では無理な案件も、他大学なら可能である場合もあるので、周囲の大学全体で対応し

ていく視点をもっておくことも必要である。 
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受賞等 

 

水馬朋子（2022）.第27回ひろしまナイチンゲール賞 

 

学内教員の社会活動 

 

田村由美（2022）．評議員.日本赤十字学園. 

田村由美（2022）．理事．日本私立看護系大学協会．（国際交流委員会委員長）. 

田村由美（2022）．会員校代表 日本看護系大学協議会 

田村由美（2022）．理事．日本赤十字看護学会．（編集委員会委員長） 

田村由美（2022）．理事．日本教師学学会．（企画委員会委員.第24回年次大会長） 

田村由美（2022）．理事．放射線被曝者医療国際協力推進協議会． 

田村由美（2022）．理事．教育ネットワーク中国． 

田村由美（2022）．委員．廿日市市保健福祉審議会． 

田村由美（2022）．委員．廿日市市総合計画審議会． 

田村由美（2022，6）．非常勤講師．「早期体験学習」IPW講座，神戸薬科大学，神戸市． 

田村由美（2022，6）．講師．「府中地区介護支援専門員連絡協議会記念講演会：多職種連携・

協働実践とリフレクション」，府中地区介護支援専門員連絡協議会，府中市． 

田村由美(2022.7&11).講師.「リフレクションの概念」「実習指導のリフレクション」日本赤

十字広島看護大学ヒューマンケアリングセンター 臨床指導者研修会. 

田村由美（2022，7）．座長．特別講演Ⅰ「看護教育の将来：新型コロナウイルスのパンデミ

ックの影響と今後の再考」，第23回日本赤十字看護学会学術集会，帯広市． 

田村由美（2022，7）．講師．「訪問看護師マネジメントプログラム：リフレクションとリフ

レクションにおけるメンターの役割」，滋賀県看護協会，草津市． 

田村由美（2022，7）．講師．「静岡県看護教員継続研修会：看護教員のリフレクション～自

己の教育実践から学ぶ」，静岡県看護協会，静岡市． 

田村由美（2022，7）．講師．「令和4年度看護教員継続研修会：教育実践に活かすリフレク

ション～Reflective Teacher」，奈良県看護協会，橿原市． 

田村由美（2022，8）．座長．Ⅷ.どう育む？これからの時代を生きる看護の教育者たち【講

演3】教師教育の視座から看護教育者を考える：看護師養成教育を中心に，日本看護学教育

学会第32回学術集会，Web開催． 

田村由美(2022,9).講師.「看護リフレクション・実践編」広島赤十字・原爆病院看護部研修.

広島市. 

田村由美（2022，10）．講師．廿日市市介護支援専門員連絡協議会，「ケアを止めるな！BCP

策定に向けた主任ケアマネの役割」廿日市市． 

田村由美（2022，10）．講師．広島県看護協会「看護におけるリフレクション」，広島市． 

田村由美（2022，11）．講師．師長管理研修「リフレクション」，広島市立広島市民病院，広

島市． 

村田由香（2022)．委員．廿日市市男女共同参画推進懇話会委員. 

村田由香（2022)．委員．廿日市市国際化・多文化共生推進懇話会． 

村田由香 (2022)．委員．看護生涯教育・研修センター会議委員長, 広島県看護協会.  

村田由香 (2022)．委員．倫理審査委員会委員長, 広島県看護協会. 

村田由香（2022)．委員．看護教育カリキュラム委員会，日本赤十字学園． 
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村田由香（2022)．専任査読委員．日本赤十字看護学会． 

村田由香（2022)．専任査読委員．日本看護管理学会 

村田由香（2022)．評議員．日本赤十字学園． 

村田由香（2022)．評議員．日本看護管理学会． 

村田由香（2022)．評議員．日本赤十字看護学会. 

村田由香（2022)．企画委員．第42回日本看護科学学会学術集会． 

村田由香（2022)．座長．第42回日本看護科学学会学術集会． 

村田由香（2022)．講師 小野田赤十字病院研究指導 

村田由香（2022)．講師．認定看護管理者ファーストレベル教育課程 第1.2期 組織管理

論Ⅰ，広島県看護協会． 

村田由香（2022，8)．講師．リーダーシップ研修 日本赤十字和歌山医療センター．  

村田由香（2022，8)．講師．新人看護職員研修事業（実地指導者研修） 山口県看護協会，

防府市. 

村田由香（2022，8)．講師．リーダーシップⅠ研修会，中電病院，広島市． 

村田由香（2022，8)．講師, 認定看護管理者ファーストレベル教育課程,看護記録,日本赤十

字社幹部看護師研修センター(オンライン)． 

村田由香（2022，8)．講師．R4 専任教員継続研修 熟達・教務主任研修広島県看護協会  

村田由香（2022，8)．講師．山口県看護協会実地指導者研修会 

村田由香（2022，8)．講師．Share & Dialogue 今こそ対話を10中堅看護師のリーダーシ

ップを育む教育プログラム．医学書院，オンラインセミナー． 

村田由香（2022，9)．講師．リーダーシップⅡ研修会，中電病院，広島市． 

村田由香（2022，10)．講師．リーダーシップⅢ研修会，中電病院，広島市． 

奧村ゆかり（2022，1-12）．全国助産師教育協議会中国・四国地区長, 全国助産師教育協議

会． 

奥村ゆかり（2022, 4-12）．全国助産師教育協議会シミュレーション小委員，全国助産師教

育協議会． 

奧村ゆかり（2022，1-12）．日本助産学会専任査読者, 日本助産学会． 

奧村ゆかり（2022，1-12）．日本母性看護学会評議員, 日本母性看護学会． 

奥村ゆかり（2022，1-8）．保健所疫学調査支援，西部厚生環境事務所・保健所，広島県．  

奥村ゆかり（2022，4）．講師．大学生に対する性教育，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

奧村ゆかり（2022，8-9）．講師．新人助産師集合研修，広島県看護協会，広島市． 

奧村ゆかり（2022，7-10）．講師．高校生に対する性教育，広島県立商業高等学校，広島市． 

奥村ゆかり（2022，10）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立平田中学校，岩国市． 

奥村ゆかり（2022，11）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立川下中学校，岩国市． 

戸村道子（2021，2）．講師．精神保健福祉講座，廿日市市社会福祉協議会，廿日市市． 

 戸村道子（2021）．委員．こころの健康づくり委員会，健康はつかいち21推進協議会，廿

日市市． 

Capper, S. (2022, 1-12). Member-at-large. Hiroshima Chapter, JALT (The Japan 

Association for Language Teaching), Hiroshima. 

Capper, S. (2022, 1-12). Adjunct Professor. Hiroshima Shudo University, Hiroshima. 

Capper, S. (2022, 1-12). Executive Director. JANET (Japan Association for Nursing 

English Teaching), Fukuoka. 

Capper, S. (2022, 1-7). Membership Chair, JANET (Japan Association for Nursing 
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English Teaching), Fukuoka. 

Capper, S. (2022.11). 講師.生涯学習フェスティバル公開講座.廿日市市役所,廿日市市. 

矢野博史（2022）.選挙管理委員長.教育哲学会. 

矢野博史（2022，6）．講師．広島大学病院看護部研修会，広島大学病院，広島市． 

矢野博史（2021， 9）．講師．令和 3 年度山口県新人看護職員研修（教育担当者）研修会，

山口県看護協会，防府市． 

矢野博史（2022，9）．講師．令和4年度広島県保健師助産師看護師実習指導者講習会，広島

県看護協会，広島市． 

朝原秀昭（2022，4-9）．非常勤講師．臨床医学概論Ⅲ，山陽女子短期大学，廿日市市． 

朝原秀昭（2022）．委員．認知症高齢者支援会議，あいプラザ，廿日市市． 

朝原秀昭（2022）．委員長．認知症初期集中支援チーム検討委員会，廿日市市役所，廿日市

市． 

川西美佐（2022）．評議員．日本赤十字看護学会． 

川西美佐（2022）．歴史研究委員．日本赤十字看護学会歴史研究委員会． 

川西美佐（2022），プロジェクトメンバー．一般社団法人日本私立看護系大学協会シミュレ

ーション教  育教材開発事業プロジェクト． 

川西美佐（2022，４，６）．講師．看護研究指導，松江赤十字病院，松江市． 

川西美佐（2023，10，11）．助言者．令和４年度広島県保健師助産師看護師実習指導者講習

会，広島市． 

川西美佐（2023，11，12）．非常勤講師．広島県立広島皆実高等学校専攻科，広島市． 

川西美佐（2022，11）．講師．広島県看護協会広島中支部「組織強化研修会」，広島県看護協

会広島中支部，広島市． 

今井多樹子（2022）．編集委員会委員．日本看護研究学会「日本看護研究学会雑誌」． 

今井多樹子（2022）．専任査読委員．日本看護研究学会「日本看護研究学会雑誌」． 

今井多樹子（2022）．専任査読者．日本看護学教育学会「日本看護学教育学会誌」． 

今井多樹子（2022）．専任査読委員．日本看護科学学会「日本看護科学会誌」． 

今井多樹子（2022）．専任査読委員．日本質的心理学会「質的心理学研究」． 

今井多樹子（2022）．査読者．大原記念労働科学研究所 学術誌「労働科学」 

今井多樹子（2022）．査読者．インターナショナル看護哲学研究会 論文誌「キャリアと看護

研究」． 

今井多樹子（2022）．査読者（演題抄録）．第42回日本看護科学学会学術集会． 

今井多樹子（2022）．講師．看護研究指導．独立行政法人国立病院機構 呉医療センター．呉

市． 

今井多樹子（2022）．講師．看護研究指導．独立行政法人国立病院機構 呉医療センター附属

呉看護学校．呉市． 

今井多樹子（2022）．講師．看護研究指導．独立行政法人国立病院機構 東広島医療センター．

東広島市． 

渡邊智恵（2022）．災害看護専門看護師分科会委員長．日本看護系大学協議会専門看護師教 

育課程認定委員会． 

渡邊智恵（2022）．委員．日本看護系大学協議会． 

渡邊智恵（2022）．代議員．日本災害看護学会． 

渡邊智恵（2022）．企画委員．日本災害看護学会第24回年次大会．  

渡邊智恵（2022）．委員．日本災害看護学会 ネットワーク活動委員会． 
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渡邊智恵（2022）．委員．日本災害看護学会 用語検討委員会． 
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中村敦子（2022，4）．選挙管理委員，一般社団法人広島県助産師会総会，広島市． 

中村敦子（2022，5）．講師．公益社団法人広島県看護協会，国際助産師の日記念行事，広島

市． 

中村敦子（2022，7-10）．講師．高校生に対する性教育，広島県立広島商業高等学校，広島

市． 

中村敦子（2022，10）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立平田中学校，岩国市． 

中村敦子（2022，11）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立川下中学校，岩国市． 

 

山本浩子，百田武司（2022)．ハンドマッサージによる認知症高齢者の焦燥性興奮への効果

（中間報告）.日本認知症ケア学会第23回大会，抄録発表． 

 

松原みゆき（2022)．アドバイザー．広島西医療圏訪問看護推進協議会，廿日市市． 

松原みゆき（2022)．委員．廿日市市保健福祉審議会健康増進専門部会，廿日市市． 

松原みゆき（2022)．委員．広島県看護協会 在宅医療の人材（訪問看護師)確保のための推

進事業検討委員会，広島市． 

松原みゆき（2022)．委員．JA広島総合病院 地域医療支援病院諮問委員，廿日市市． 

松原みゆき（2022，5）．講師．看護部院内研修会，広島大学病院，広島市． 

松原みゆき（2022，9）．2022 年度ファーストレベル教育課程 社会保障制度概論，広島大

学病院，広島市． 

松原みゆき（2022，10）．講師．廿日市市介護予防・生活支援員養成研修，廿日市高齢者ケ

アセンター，廿日市市． 

松原みゆき（2022，11）．講師．ヘルスプロモーション看護学演習，聖マリア学院大学，久

留米市． 

服部智子（2022，4-12）．委員．日本腎不全看護学会 編集委員会． 

三輪晃子（2022，4-12）．講師．看護研究サポート，広島県看護協会，廿日市市． 

三輪晃子（2022，1-8）．看護師．新型コロナウイルス感染症対策に係る保健所支援，西部厚

生環境事務所・保健所，廿日市市． 

宗内桂（2022）．支部役員幹事（教育担当）．公益社団法人広島県看護協会廿日市支部． 

宗内桂（2022）．編集委員．日本赤十字看護学会編集委員会． 

宗内桂（2022，2）．座長．広島県看護協会廿日市支部看護研究発表会，Web開催． 

宗内桂（2022，5-12）．企画運営委員．看護質的統合法(KJ法)研究会第15回研究集会． 

髙田洋介（2022，1-3）．健康福祉局健康危機管理課健康福祉局保健業務推進員，広島県西部

保健所，廿日市市． 

髙田洋介（2022，3）．座長．第27回日本災害医学会総会・学術集会，広島国際会議場，広

島市． 

髙田洋介（2022，4）．非常勤講師．国際看護学，JCHO神戸中央病院附属看護専門学校，神戸

市． 

髙田洋介（2022，8）．講師．国際医療協力局セミナー，国立国際医療研究センター，Web． 

髙田洋介（2022，10）．講師．廿日市市介護支援専門員連絡協議会研修会，廿日市市役所，

廿日市市． 

髙田洋介（2022，10）．講師．兵庫県看護協会神戸中部支部研修，兵庫県看護協会，神戸市． 



28 

髙田洋介（2022，10）．講師．広島県西部保健所管内保健活動連絡会議に伴う研修会，山崎

本社みんなのあいプラザ，廿日市市． 

髙田洋介（2022，12）．講師． 2022年度国別研修「ASEAN 災害健康医療管理」，JICA関西，

Web． 

髙田洋介（2022）．日本赤十字国際人道研究センター研究員 

髙田洋介（2022）．一般社団法人日本看護系大学協議会災害連携教員 

髙田洋介（2022）．長野県高森町防災アドバイザー 

髙田洋介（2022）．国連人道問題調整事務所UNDAC（国連災害評価調整）メンバー 

髙田洋介（2022）．独立行政法人国際協力機構ASEAN災害保健医療管理に係る地域能力強化

プロジェクト国内支援委員 

髙田洋介（2022）．独立行政法人国際協力機構国際緊急援助隊医療チーム登録メンバー 

渡邉聡美(2022，4). 講師. 大学生に対する性教育, 日本赤十字広島看護大学, 廿日市市. 

渡邉聡美(2022，6). 議長. 広島県看護協会通常総会, 広島県看護協会, 広島市. 

竹倉晶子（2022）．委員．廿日市市学校給食センター運営会議，廿日市市教育委員会，廿日

市市． 

竹倉晶子（2022）．査読委員．日本赤十字看護学会． 

木下真吾（2022）．社会貢献委員．公益社団法人日本看護科学学会． 

木下真吾（2022）．編集委員．日本赤十字看護学会． 

木下真吾（2022）．査読委員．日本脳神経看護研究学会． 

木下真吾（2022）．社会貢献・広報委員．日本脳神経看護研究学会． 

木下真吾（2022）．庶務担当．日本脳神経看護研究学会． 

木下真吾（2022）．企画委員．第42回日本看護科学学会学術集会． 

木下真吾（2022）．企画委員．第25回日本赤十字看護学会学術集会． 

木下真吾（2022，7）．講師．令和４年度看護研究サポート研修会，広島県看護協会広島西支

部． 

木村幸生（2022）．ボランティア．メンタールヘルス・食品衛生管理，社会福祉法人交響，

広島市． 

古賀聖典（2022，1-3）．委員．日本災害医学会学生部会支援委員会，日本災害医学会． 

古賀聖典（2022，3）．講師．クラスター発生事例を踏まえた感染防止対策等に関する研修会，

広島県，広島市． 

古賀聖典（2022，8）．講師．広島県看護協会災害支援ナースフォローアップ研修会，広島県

看護協会，広島市． 

古賀聖典（2022，10）．講師．令和４年度大規模地震時医療活動訓練，厚生労働省，名古屋

市． 

古賀聖典（2022，11）．講師．令和４年度中国ブロックDMAT実働訓練，島根県，松江市． 

古賀聖典（2022，11）．講師．広島県看護協会災害支援ナース実務編，広島県看護協会，広

島市． 

古賀聖典（2022，12）．委員．健康ひろしま21圏域計画推進ワーキングチーム，広島県西部

保健所，廿日市市． 

川畑貴寛（2022）．企画委員．第42回日本看護科学学会学術集会． 

篠原謙太（2022）．代議員，医療安全・感染対策委員会．日本腎不全看護学会． 

篠原謙太（2022）．理事．日本臨床腎臓病看護研究会． 

篠原謙太（2022）．抄録選考委員．第67回日本透析医学会学術集会・総会． 
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篠原謙太（2022）．抄録選考委員．第53回日本看護学会学術集会． 

篠原謙太（2022）．企画委員．日本教師学学会第24回大会． 

伊藤渚未（2022，1-4）．保健師．広島市会計年度任用職員（新型コロナウイルス感染症陽性

者の健康相談・自宅療養者の健康観察等），安佐南区役所厚生部地域支えあい課． 

伊藤渚未（2022，4）．講師．大学生に対する性教育，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

伊藤渚未（2022，8）．講師．新人助産師集合研修，広島県看護協会，広島市． 

伊藤渚未（2022，11）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立川下中学校，岩国市． 

亀石知美（2022，7-10）．講師．性教育，広島県立商業高等学校，広島市． 

亀石知美（2022，10）．講師．性教育，岩国市立平田中学校，岩国市． 

亀石知美（2022，11）．講師．性教育，岩国市立川下中学校，岩国市． 

是澤あずさ（2022，4）．講師．大学生に対する性教育，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

是澤あずさ（2022，11）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立川下中学校，岩国市． 
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